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1  は し め に

ハウス土壌の塩類濃度障害は山形県内でも数多く認めら

れ,除塩対策が問題になっている。このため,比較的作付

の少ない冬期間の降雪を利用 して,簡単に出来る除塩法を

検討したので,そ の結果を報告する。

2 調 査 及 び 方法

山形市千歳地区のハウス5棟を選定 し,冬期間に被覆ビ
ニルをはずし,降雪による除塩効果を検討した。

採土は,積雪前(処理前 )の昭和59年 12月 20日 と,融雪

後 (処理後 )の昭和 60年 2月 21日の2回 行 った。 採上方

法は,1層が 0～5 cm,2層 が5～ 15o,3層が 15～ 30“
,

4層が30～ 45"と した。

積雪状況は,表 1のとおりであった。山形市の冬期間 (12

月21日 ～2月 20日 )の降水量は,過去10年平均で167訥で

あるが,調査年度は107mと ,少ない年度であった。なお,

調査地区の積雪量は,12月 20日で 5o,1月 10日 が25"
で最高となり, 2月 10日 では完全に融雪 した。

また,調査ハウスの概要は,表 2に示 した。

表 : 冬期間の降水量*

注 *:12月 21日 ～ 2月 20日 山形地方気象台調べ

表 2 ハウスの概要

3 結果及 び 考察

表3の処理前,処理後の土壌化学性に基づいて考察を行

った。

(1)塩類の流亡

1)ア ニオン

N03~N及びClの流亡が比較的順調であった鳳 1～ 4の
ハウスについてみると,N03~Nの 流亡は,1層及び2層 で

多く,2層より¬雷への流亡は約 90%以 下であった。また,

4層 より刊言への流亡率は32～ 78%で あった(表 3,表 4)。

Clについても同様の傾向が認められた。

■方,流亡が少ないMSのハウスは,1層以外では,N03
-N及 びCl含量が低下せず,4層 より刊層への流亡が少な

かった。

このように,鳳 5のハウスの流亡が少ないのは,腱 1～

4の ハウスでは土性がLS～Lであるのに対して,土性がCL
で,しかも暗渠のないことから,透水性の劣ることがその

要因と考えられる (表 2)。

SC14の流亡も,N03~N,C]と 同傾向にあるが,流 亡率は

低い傾向であった。

21 カチォ ン及び燐酸

置換性Cao及 び置換性MgOは ,ア ニォンと同様 に 2層

より¬冒への流亡が多かった。しかし,供試土壌は,処理

前の塩基含量が高かったため,処理後も塩基飽和度は各層

ともに,およそ80%以上を維持 していた。その結果,N03~
Nな どの流亡により,pH(H20)は , 1層 及び2層で,02
～ 11上昇 した。

一方 ,置換性ん 0,有効態D06の流亡は少なかった。
●)除塩効果

以上の結果,除塩効果は,土壌中の塩類濃度に大きく関

与するN03~N及びClの動向から判定するのが妥当と考え

られる。■ 1～ 4の ハウスでは ,除塩効果が高く,鳳 5の
ハウスでは,除塩効果が低いと考えられた。また,こ のよ

うな除塩効果の違いは,土性及び暗渠の有無,すなわち透

水性の違いによるものと考えられた。

0)今後の問題点

冬期間無被覆による除塩効果を検討 したが ,塩類再集積

及び,透水性からみた除塩効果の判定基準などは,今後の

検討課題である。
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表 3 冬期間無被覆処理前後の土壌化学性
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注_ ■:無被覆によって,第 4層より下層へ流亡した量 (均レ/a)。 仮比重を 1と して

表 4 土層別の流亡率 (%)
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注.各層の仮比重を 1と して計算
流亡率=(積雪前含量―融雪後含量 )/積雪前含量×100

-288-


